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各    位 
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平成 15 年 3 月期通期（連結・単独）業績予想の修正について 

 

 平成 15 年 3 月期（平成 14 年 4 月１日～平成 15 年 3 月 31 日）の業績予想につい

て、平成 14 年 5 月 23 日付当社「平成 14 年 3 月期決算短信（連結）」及び同日付当

社「平成 14 年 3 月期個別財務諸表の概要」にて発表いたしました業績予想を下記

のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１．平成 15 年 3 月期 連結業績予想の修正等 

 (1) 通期（平成 14 年 4 月１日～平成 15 年 3 月 31 日） 

       （単位：百万円） 

    売上高 経常利益 当期純利益 

 前 回 予 想  （ Ａ ）  7,411   765   411   

 今 回 修 正  （ Ｂ ）  7,353   668   362   

 増  減 額 (Ｂ-Ａ)  △  58   △   97   △   48   

 増 減 率  △ 0.8 ％ △ 12.7 ％ △ 11.9 ％ 

 

 (2) 修正の理由 

調剤薬局事業の売上高につきましては、平成 13 年 8 月に総合病院前に開業した大

型薬局店舗（梅田北薬局）、平成 14 年 4 月福崎店ならびに平成 14 年 8 月大沢店の出

店により好調に推移しております。しかし、調剤薬局向けシステム事業及びその他関

連事業の売上高は、平成 14 年 10 月施行の健康保険法等改正に伴う老人一部負担金の

増加ならびに平成 15 年 4 月施行予定の医療保険制度改正の影響による来局患者数の

減少懸念が、調剤薬局の設備投資の減少要因となりました。また、ＡＳＰ（アプリケ

ーション・サービス・プロバイダ）関連は、想定していた処方箋枚数の少ない個人薬
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局に確実に浸透していっておりますが、ドラッグストアチェーンの大型商談が長期化

するなどの理由により、当初見込みを下回る推移となっております。これらの理由に

より全体で 73 億 53 百万円（当初予想比：58 百万円の減少）となる見込みでありま

す。 

経常利益につきましては、調剤薬局向けシステム事業及びその他関連事業の売上減

の影響などにより 6億 68 百万円（当初予想比：97 百万円の減少）となる見込みであ

ります。 

当期純利益につきましては、上記理由により 3億 62 百万円（当初予想比：48 百万

円の減少）となる見込みであります。 

 

 (3) ご参考：前期の実績（平成 13 年 4 月１日～平成 14 年 3 月 31 日） 

      （単位：百万円） 

   売上高 経常利益 当期純利益 

通期（4/１～3/31）  6,038   667   355   

 

２．平成 15 年 3 月期 単独業績予想の修正等 

 (1) 通期（平成 14 年 4 月１日～平成 15 年 3 月 31 日） 

       （単位：百万円） 

    売上高 経常利益 当期純利益 

 前 回 予 想  （ Ａ ）  6,220   730   382   

 今 回 修 正  （ Ｂ ）  6,035   638   350   

 増 減 額 (Ｂ-Ａ）  △ 185   △  91   △  31   

 増 減 率  △ 3.0 ％ △ 12.6 ％ △ 8.3 ％ 

 

 (2) 修正の理由 

連結決算の業績予想の修正に伴い、単独決算の業績予想を修正いたします。 

 

 (3) ご参考：前期の実績（平成 13 年 4 月１日～平成 14 年 3 月 31 日） 

       （単位：百万円） 

    売上高 経常利益 当期純利益 

 通期（4/１～3/31）  5,179   701   374   

 

 

以 上 
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